
　抗がん剤の治療をうけている間に熱がでたら、感染症の可能性に

最も気を付ける必要があります。

　症状としては他に下痢、腹痛、咳、痰、頭痛などがあることがあり

ますが、全く症状のない場合もあります。そのときは、がまんせずに

すぐに治療を受けている病院に連絡して、医師や看護師の指示を受

けてください。

　抗がん剤治療をうけておられる方は、白血球などが減少している

場合や抵抗力が低下している場合があり、感染症を起こしやすい状

態であるばかりか、重症化しやすい状態にあります。それを防ぐた

めには早めに診断し、適切な治療を行う必要があります（抗生物質

などの治療です）。そのため、熱がでたらすぐに治療を受けている病

院へ連絡してください。

　その他には、通常の風邪や薬剤によるアレルギー、腫瘍そのもの

の症状などで熱がでることも多くあります。� （菊川佳敬）

抗がん剤治療後に
熱がでたら、
どうしたらいいですか？
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第 2 章　抗がん剤の副作用とその対応 血液毒性、感染症


